
実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

夜間部イラストレーション科（夜間部）：1年制

講義 1 16 必修科目

講義 1 16 必修科目

演習 3 52 必修科目

演習 3 52 ○ 3 52 ☆ 3 52 必修科目

演習 3 52 ○ 3 52 必修科目

演習 3 48 ○ 3 48 必修科目

演習 4 72 ○ 4 72 必修科目

演習 4 60 ○ 4 60 必修科目

演習 4 72 ○ 4 72 ☆ 4 72 必修科目

演習 3 56 ○ 3 56 必修科目

演習 2 30 必修科目

31 526 24 412 7 124

31 526   卒業に必要な単位数/授業時数　

iPadデジタルイラスト

　　総単位数/総授業時数

デジタルクロッキー

ドローイング

Photoshop演習１

Photoshop演習2

イラスト実践

イラスト制作

単位数 単位数 単位数
授業

時間数

うち
シラバス

添付

授業
時間数

備考
科目
区分

授　業　科　目
授業

時間数

うち
実務教

員による
授業

Illustrator（portforio）

自主制作

オリエンテーション

就職ガイダンス



授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 16

第1回 第10回 単位数 1
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

東洋美術学校内勤講師。

夜間部イラストレーション科の授業を円滑に進められることを目標とする。

・成績評価なし

授業内にて適宜作業をしてもらいます。

筆記用具

2026年度

指導内容書 夜間部イラストレーション科　　　　　　 　　　　1年 オリエンテーション

外所 梨沙

講義

夜間部イラストレーション科にて行う授業内容や授業で活用するgoogle 
workplaceの使い方などを学ぶ。

■授業概要や学校施設に関するオリエンテーション

■授業で活用するGoogle Workplaceの活用方法

■授業で使用するAdobeソフトの基本的な操作方法

■個人面談①

■個人面談②

■個人面談③



授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 16

第1回 第10回 単位数 1

授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回
講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回

補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

キャリア支援部所属/内部職員（在籍歴：2015年～現在）・国家資格キャリアコンサルタント

希望職種に内定するために必要な情報収集を自ら行い、主体的に就職活動を行える知識の習得

評価項目なし

履歴書（添削希望者）

筆記用具、ノートパソコン

2026年度

指導内容書 夜間部イラストレーション科　　　1年 就職ガイダンス

海野 志穂

講義・演習・実験・実習実技

/
・キャリア支援部の利用方法および学内の求人閲覧システムの使い方を把握する
・自己分析や業界研究等を行い、デザイン業界における就職活動の流れを理解する
・応募書類の作成や面接練習を行い、就職活動に取り組めるための準備を行う

/

/

/

/

キャリア支援部について／就職活動のスケジュール／応募書類

について

schooloneの使い方　※学内で使用しているシステム（就活の

活動報告等）

/

先輩内定者の就活事例／自己分析

/

企業・業界・職種研究について／インターンシップについて／

求人サイトについて

/

三大質問について／文章の書き方テクニック／「学生時代に打

ち込んだこと」について

※DVD#2_文章でどうプレゼンするか？
/

全体のまとめ／自己PRと自己紹介の違い／先輩のポートフォリ

オ事例

/ /

/ /

前期の復習／後期ガイダンスの流れと目的の理解／自分と社会

のつながりを考える

/ /

応募書類の重要性・必要性／履歴書の項目の理解

※DVD#1_働くって何？

/ /

/



授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 52

第1回 第10回 単位数 3
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

イラスト「雨」講評会

6/23 /

イラスト制作

5/26 /

オノマトペ・キャラ_イラスト＿プレゼン・講評会
（小道具や衣装、外観などの設定を考える）

6/2 /

6/9

カフェのイラスト・ルポ＿プレゼン・講評会

5/19

映像分析

講義（感情を動かすビジュアル＿天候やライティング）

/

楽しい写真・さみしい写真＿　　雰囲気作り　　

6/16 /

映像分析
　講義＿アングルや構図の意味
課題（カフェ/写真）の説明

映像分析
講義＿衣装、小道具の意味

4/21

イラスト制作

5/12

イラスト「光と影」プレゼン・講評会

7/7

/

/

PC、磁石、ホワイトボード用マーカー

2026年度

指導内容書 夜間イラストレーション科 イラスト制作

岩井

講義　・　演習　・　実験　・　実習実技

4/14 講義、制作、講評会。

クリエイターはこう考える。などの講義。

様々な物を見て知識を溜め込む。興味を持つ。 経験値を上げるといったアイデアの元になる

物の見方。
見た物を効果的に使って人に伝えるイラスト・レポートや世界観の元となる天候や光の効果
を考えたイラストレーションの制作

イラスト制作

6/30

多摩美術大学卒業。にっかつ撮影所デザイナー室勤務「リボルバー」「香港パラダイス」「世にも奇妙な物語」な
どの制作に参加。その後フリーイラストレーターとして大塚商会のイベント用アニメ、パナソニックのweb用アニメ

のキャラクターや、テレビ東京のパンフ、日刊ゲンダイ、小説宝石他、雑誌、単行本のイラストを制作。

普段、街を歩いている時でもアンテナが敏感に感じることができる様に クリエイターの物の
見方を習得する。

各課題の評価、出席状況、学習態度等を総合して評価される。

　100-90点：A　　　　　89-80点：B
　79-70点：C　　　　　　69-60点：D
　59点以下：不合格

イラストやイラスト・レポートなどの課題と、そのプレゼン。 イラストをプリントして提出。

PC、タブレット、クロッキー帳など制作できるもの、提出物



講師紹介／様々な筆記具と jpeg画像提出方法／

全身の骨格を描く

頭部を描く ／手の動き を描く

女性を描く ・ 女性ら し さ の表現

2 0 2 6 年度 

指導内容書 夜間部イ ラスト レ ーショ ン科　 1 年 授業名 デジタ ルク ロッ キー

オケスタ ジオ授業計画進行表（  前期） 担当講師

回数・ 日付 授業内容 回数・ 日付 授業内容 授業形式 講義　 ・ 　 演習　 ・ 　 　 実習実技

第1 回 第1 0 回

4 /1 6 6 /2 5 授業内容

第2 回 第1 1 回

4 /2 3 7 /2

講師概要第3 回 第1 2 回

5 /7

第4 回 第1 3 回

5 /1 4

第5 回 第1 4 回

5 /2 1

成績評価基準

第6 回 第1 5 回

5 /2 8

提出課題

第7 回 第1 6 回

6 /4

学生の持ち物、 授業内で必要な材料など

第8 回 第1 7 回

6 /1 1

第9 回 第1 8 回

6 /1 8 補足（ 授業内でご使用予定機材等がございまし たら ご記入下さ い。 ）

Procreate基本操作／

男性を描く ・ 男性ら し さ の表現

Procreate基本操作／

ぽっ ちゃ り 体型の女性を描く ・ 脂肪のつき 方

Procreate基本操作／

筋肉質の男性を描く ・ 筋肉の表現

Procreate基本操作／

中年を描く ・ 様々な加齢

Procreate基本操作／

子供を描く ・ 子供ら し さ

侍やコ スプレ を描く ／課題テスト

プロジェ ク タ ーで見る写真と 動画を使っ て、 骨格、 人物、 動物などをモチーフ にク ロッ キーを繰り

返すこ と で、 短時間で素早く 形をと ら えるト レ ーニング。

iPadのProcreateでク ロッ キーをするこ と で、 デジタ ルペンと 画面の感触に慣れるこ と が大切です。

アプリ の操作方法はゆっ く り 丁寧に覚えていき ます。

イ ラスト レ ータ ーと し て必要な観察力、 描写力、 集中力を身につける。

毎回の提出作品と 最後のテスト 課題作品の出来栄え、 出席状況、 学習態度等を総合し て評価し ます。

A B C D 、 各採点には＋、 併記による上下があり ます。  

　

毎回授業内で描いたク ロッ キーの数点を jpeg画像のデータ にし て提出。

iPadでイ ラスト を描く ために、 傾き 感知、 筆圧感知機能のある第2世代Apple Pencil 、 または

最も 高性能なApple Pencil Proを使用し ます。 こ のペンに対応する iPadを用意し てく ださ い。

Procreate(有料買切り )のイ ンスト ールを済ませてく ださ い。

プロジェ ク タ ーを毎回使用し ます。

Procreate基本操作／

スーツやフ ァ ッ ショ ンを描く ・ 衣服のシルエッ ト

Procreate基本操作／

動物を描く ・ 動物の骨格

到達目標

広告、 書籍、 絵本などで、 様々な人物イ ラスト を描く イ ラスト レ ータ ー。

著書、 玄光社「 iPadク イッ ク スケッ チ」 iPadでのスケッ チ集、 刊行。

2018年AppleのNYイベント にアーティ スト 枠で召喚さ れる。

講師紹介／Procreate基本操作／

ブラ シツールの選び方／

jpeg画像提出方法／全身の骨格を描く

Procreate基本操作／

頭部を描く ／手の動き を描く

Procreate基本操作／

女性を描く ・ 女性ら し さ の表現

授業時数

単位数

52

3



授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 52

第1回 第10回 単位数 3
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

美術大学にて油絵専攻卒後 アニメ制作会社にて背景・動画制作を経て

フリーのイラストレータ
主に経済誌や損害保険会社・機器製造メーカー・などのイラスト制作に携わる

形・量感・質感・陰影・モチーフ同士の流れ・バランスの取れた構図などの
基礎造形力を習得して、伸び伸びとその人らしさが感じられる作品を創りだせるようにす
る。

各課題制作終了ごとに毎回提出
講評後返却

・画用紙B4（8切版）サイズ＝課題ごとに1枚
・HB～6B程度の濃度違いの鉛筆4～5本・鉛筆削り用カッター

・定着液（任意）◇ 色画材使用時には授業内にて説明

各課題評価、出席状況、学習態度等を総合して評価される。

A(±)　100〜90点 課題の意図を十分に理解し、技術・アイデア等が非常に優れているもの。

B(±)　89〜80点 課題の意図を十分に理解し、優れているもの。

C(±)　79〜70点 課題の意図をある程度理解しているもの。

D(±)　69〜60点 課題の意図をある程度理解しているもの。59点以下不合格

2026年度

指導内容書 夜間イラストレーション科 ドローイング

神森達郎

講義　・　演習　・　実験　・　実習実技

4/17 受講生各々の資質を大切にしながら、観察力・各種技法・制作過程の描き込み深度の大切
さ・作成完成度の高め方などの習得を目的に、石膏教材をモチーフにした基礎デッサンから
材質感に富む工業製品などをモチーフに、魚々な質感表現の描きわけの習得など基本ドロー
イングに重きをおいた作画制作を通して、広範囲なアート分野に柔軟に対応できる感性と造
形力の育成に努めます。

作画完成度を高める為の主役・脇役の

描きわけ

6/26

＊質感表現作品のプレゼンテーションと

　作品鑑賞

*棇合講
7/3

/

/

*ドローイング業内容に関する全体説明
------------

◇幾何型石育

　基本構図・光の方向性の捉え方

◇幾何型石育組合わせ　①
　最適な構図取り

　透視図法と空気遠近法

4/24

◇幾何型石育組み合わせ　②
　形体の成り立ちと濃度トーン

　複数モチーフの関連性の持たせ方

5/8

◇石膏（手型）

　立体感を表わす面認識の捉え方

　モチー全体の比率と正しいフォルムの求め方

5/15

/

6/12 /

◇多種質感違いのモチーフ『2週制作』

　モチーフをまとまりとしてつかみ最適な構図どりを行う為の

　トリミングの取り方
6/19 /

◇反射板・剣玉

　実像と鏡面に映り込んだ虚像の描き分け

　濃度トーンでの色味違いの表し方

5/22 /

◇　 薪・炭・竹

　材質感と量感の捉え方

5/29 /

6/5

◇ ポット・本・布　『2週制作』

　質感を意識したディテール表現
　全体感を捉えながら描き込み深度
　の高め方



授業名

授業計画進行表（ 前期　  ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式

第1回 第10回
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

2026年度

指導内容書  

演習　

4/20 7/6

/

/

/

5/11

5/18

5/25

/

6/22 /

6/29 /

6/1 /

6/8 /

6/15

Photoshop演習1

中村彰男

画像処理の基本：

インタ ーフェイスの説明　 ウィ ンド ウメニュー　 　

新規ファイルの作成、保存の方法

ツールの解説とオプショ ンバーほか、レガシーブラシ
演習：「 実際に絵を描いてみる」保存、提出

画像処理の基本： 基本のショ ート カット キー

調整レイヤーでの色調補正　 覆い焼き、焼き込みツール

フィルタ ー各種、指先、ぼかし 、シャープツールほか
演習：「 配布画像を使用して演習、

手描きイラスト をデジタル加工する」保存、提出

画像処理の基本： 各種選択ツールの解説
画像の切り 抜き、背景のチェンジフィルタ ーギャラリ ーなど

クリッピングマスク、レイヤーマスクほか

演習課題1：「 配布画像を使用してコラージュ制作」

完成を翌週授業前日に提出

デジタルペイント 基礎： ペイント 各種ツール説明

adobe公式ブラシ,パレット のレイアウト 変更

着彩基礎： ハード 、ソフト 円ブラシ、ざらつきブラシ等
演習：「 立方体、円柱、円」時間内提出

演習課題3：「 リンゴを描く 」完成を翌週授業前日に提出

デジタルペイント 基礎： 塗り 方のバリエーショ ン：

アニメ 、ブラシ、水彩、厚塗り 、ペイント 各種ツール説明

自動選択ツールとアンチエイリアス、コピー、カット 、ペースト
クリッピングマスク、選択範囲、塗りつぶし 、

演習課題2：：「 ニセエモン　 着彩」完成を翌週授業前日に提出

デジタルペイント 基礎： レイヤー構成の知識、グループ＆レイヤー
ベースカラーの入れ方、

アナログ線画をpsdデータに抽出する方法

課題1：「 魚、昆虫リアルイラスト 」

完成を翌週授業前日に提出

イラスト 制作課題：

資料を基に身の回りの小物カット イラスト を作成
課題2：「 カット イラスト 」12点　

資料、フォーマット 配布　 完成を翌週授業前日に提出

イラスト 制作課題：
配布資料を基にモノクロペン画イラスト を作成

課題3：「 モノクロペン画イラスト 」　 資料、フォーマット 配布

完成を翌週授業前日に提出

イラスト 制作課題：
リアルイラスト 2　 配布資料をもとにイラスト 制作

ブラシ、指先ツール

課題4：「 動物リアルイラスト 制作」完成を翌週授業前日に提出

イラスト 制作課題：

ブラシ設定： カスタムブラシの設定と 登録 ブラシを定義から登録
photoshop文字ツールの再確認

課題5： 平面的なイラスト 制作「 サマーカード イラスト 制作」

ハガキサイズ　 文字入れ　 完成を翌週授業前日に提出

第１ ,2回： 演習　 授業後classroom 提出　 途中可

第3～5回： 演習課題　 完成を翌授業前日にclassroom 提出　 提出物で評価、欠席は自己で作成

第6～１ 0回： 制作課題　 5課題　 完成を翌授業前日にclassroom 提出　 提出必須、成績評価対象

演習画像データをつど配布

毎授業終了前に次回授業予告と必要に応じ 資料集め等告知

PC ペンタブレット 　 筆記用具　 ノ ート 類　 授業により 資料等

adobe p hotoshopの基本ツールの習得、理解、デジタルペイント の基本スキルの習得

演習を通じて着彩の基本を習得。ブラシの作成やカスタマイズ等イラスト 制作のための準備

データの保存やレイヤーの管理、各種ファイル形式の知識と理解を深め実制作に対応できる知識を習得

adobe p hotoshopのオペレーショ ンを基礎から学び、用途に応じたファイル形式や保存方法、適正な解像度、

カラーモード 、フィルター、画像処理の基本からデジタルイラスト 制作までphotoshop基本的なツールを理解し、

グラフィックの基礎を学びます。個人のスキルにより 柔軟に対応

夏季休暇制作課題「 ペン画イラスト 」後期初回提出

夜間部イラスト レーショ ン科　

各課題の評価、出席状況、学習態度等を 総合し て評価さ れる 。

フリーランスのイラストレーターとして活動

主にadobe photoshop  illustrator clip  stud io p aintを使用

Sanrioグリーディングカード 、DAISO蟲神器TCGイラスト 、パズル雑誌表紙、ほか多数

授業時数

単位数

48
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授業名

授業計画進行表（ 　後期  ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式

第1回 第10回
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

2026年度

指導内容書  

演習　

9/4 11/134

11/20

11/27

12/4

9/11

9/18

9/25

1/29

10/30 /

11/6 /

10/2 1/15

10/9 1/22

10/23

デジタルイラスト 制作：
マスク２： ベクト ルマスク、ブラシ選択ツール、クイックマスクモー
ド での
編集、アルファチャンネルなど、グリザイユ技法
課題2：「 グリザイユ技法で描く ハロウィ ンイラスト 」

デジタルイラスト 制作：
課題2：「 グリザイユ技法で描く ハロウィ ンイラスト 」
翌週授業前日に提出

デジタルイラスト 制作：
調整レイヤーからの色調補正、カラーバリエーショ ンの作成
(前期おさらい)
課題3：「 車のあるシチュエーショ ン」アイデアスケッチ

デジタルイラスト 制作：
調整レイヤーからの色調補正、カラーバリエーショ ンの作成
課題3「 車のあるシチュエーショ ン」カラー制作

デジタルイラスト 制作：
調整レイヤーからの色調補正、カラーバリエーショ ンの作成
課題3：「 車のあるシチュエーショ ン」
カラー～カラーバリエーショ ン6点作成
翌週授業前日に提出

デジタルイラスト 制作： illustratorとの連動_
消しゴム、ハサミ 、ナイフ各ツール、複合パスとクリッピングマスク
ブラシツール、塗りブラシツールの違い、ライブペイント による着
彩画像ト レースと 書き出し
課題4：「 illustratorで描く カット イラスト 」12点、
次回授業前日に提出

デジタルイラスト 制作：
レイヤー構成と差し 替え　
課題5：「 まちがいさがしイラスト 」問題8~10箇所と 解答

デジタルイラスト 制作： illustratorとの連動
課題6：「 ポップアップカード 、クリスマスカード イラスト 作成」
イラスト 制作(psd )、テンプレート 作成と 配置(ai),
プリント →ダミ ー作成

デジタルイラスト 制作： illustratorとの連動
課題6：「 ポップアップカード 、クリスマスカード イラスト 作成」
イラスト 制作(psd )、テンプレート 作成と 配置(ai),
プリント →ダミ ー作成

デジタルイラスト 制作： illustratorとの連動
課題6：「 ポップアップカード 、クリスマスカード イラスト 作成」
イラスト 制作(psd )、テンプレート 作成と 配置(ai),
プリント →ダミ ー作成
年明け授業日に提出
次回課題説明、冬季休暇中ラフ進行classroom 確認

デジタルイラスト 制作：
クオータビュー&ウィ ネット イラスト の構成、と 透視図法の説明
グリッド を用いた俯瞰アングルのイラスト 作成
課題7：「 不思議な魔法空間、クオータビューイラスト 作成」
不思議楽しい室内外の空間を描く 　

デジタルイラスト 制作：
クオータビュー&ウィ ネット イラスト の構成、と 透視図法の説明
グリッド を用いた俯瞰アングルのイラスト 作成
課題7：「 不思議な魔法空間、クオータビューイラスト 作成」
不思議楽しい室内外の空間を描く 　

デジタルイラスト 制作：
クオータビュー&ウィ ネット イラスト の構成、と 透視図法の説明
グリッド を用いた俯瞰アングルのイラスト 作成
課題7：「 不思議な魔法空間、クオータビューイラスト 作成」
不思議楽しい室内外の空間を描く 　
授業最終日翌週(後日指定)に提出

中村彰男

Photoshop演習2  

フリーランスのイラスト レーターとして活動

主にadobe photoshop  illustrator clip  stud io paintを使用

Sanrioグリーディ ングカード 、DAISO蟲神器TCGイラスト 、パズル雑誌表紙、ほか多数

adobe photoshop , illustrator を使用してイラスト 制作の応用と理解

デジタルペイント に特化した効率の良い制作方法や、より 高度なテクニックの習得を目指し 、

イラスト レータ ーとして必要なスキルと 知識を学ぶ

夜間部イラスト レーショ ン科　

筆記用具　 ノ ート 類　 授業により 定規、資料等

課題資料データを配布

毎授業終了前に次回授業予告と 必要に応じ 資料集め等告知

各課題の評価、出席状況、学習態度等を 総合し て評価さ れる 。

adobe p hotoshopと illustratorの連動でより 幅広いデジタルイラスト の制作を行う

photoshopの機能やテーマを絞った課題や着彩のバリエーショ ン、パースの知識、ライティ ングによる演出などより

応用力を活かし 実際のイラスト 制作に必要な知識とスキルを学びます。

個人のスキルと到達目標により 柔軟に対応

デジタルイラスト 制作：
レイヤー構成と差し 替え　
課題5：「 まちがいさがしイラスト 」問題8~10 箇所と 解答
翌週授業前日に提出

制作課題　 7課題　 完成を翌授業前日までにclassroom 提出　 提出必須、成績評価対象

デジタルイラスト 制作：
夏季課題講評

パースの基礎知識、1点透視図法、2点透視図法

課題1：「 パースを活かしたウィ ネット 風イラスト 制作」

デジタルイラスト 制作：
パースの基礎知識、1点透視図法、2点透視図法

課題1：「 パースを活かしたウィ ネット 風イラスト 制作」

完成を翌週授業前日に提出

授業時数

単位数
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授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 60

第1回 第10回 単位数 4
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

イラストレーション・エージェンシー「株式会社アクティーボ」代表。業界歴25年以上。広告・デザイ

ン領域での実務経験を軸に活動。重要文化財でのイラストレーター展覧会の主催など、企画領域にも携
わる。現場視点の指導を重視し、SNS発信や講師活動を通じて次世代育成に取り組む。

・① 音楽課題　・② テイスト×モチーフ　・③ イラスト表現

・④ 季節課題A　・⑤ 名作童話　・⑥ 季節課題B　・⑦ 季節課題C　・⑧ 季節課題D
【制作期間】

・翌週提出-①② 　・２週間制作-③④⑥⑧ 　・３週間制作-⑤　・５週間（冬期課題）-⑦

・タブレット（もしくはPC）・クロッキー帳　・筆記用具

本授業では、課題条件を正確に読み取り、目的やターゲットに応じたコンセプトを設計し、一貫性のあ
るビジュアルとして表現する力を養う。あわせて、多様なテーマに対応する発想力と、制作意図を言語
化する力を身につける。

これにより、依頼意図に応えるアウトプットができる、実務で通用するクリエイターとしての基礎力の
確立を目指す

各課題の評価、出席状況、学習態度等を総合して評価される。

A(±) 100 〜 90 点 課題の意図を十分に理解し、技術・アイディア等が非常に優れている。

B(±) 89 〜 80 点 課題の意図を十分に理解し、優れているもの。

C(±) 79 〜 70 点 課題の意図をある程度理解しているもの。

D(±) 69 〜 60 点 課題の意図をある程度理解しているもの。　　　　　59点以下 不合格

総合評価（全課題の平均）

A評価　85-100点
B評価　80-84点
C評価　70-79点
D評価　69以下

2026年度

指導内容書
夜間イラストレーション科

イラスト実践

今泉晴行

講義　・　演習　・　実験　・　実習実技

9/1 本授業では、実務を前提としたイラスト制作の基本プロセスを習得する。課題条件を読み解き、目的・
ターゲット・媒体に応じてコンセプトを設計し、ビジュアルへ展開する流れを訓練する。

テーマは偏らせず、広告・出版・Webなど複数の用途を想定。今までの自己表現中心の制作から、依頼

意図に応える「仕事としてのイラスト」への意識転換を促す。

講評では制作意図の言語化を重視し、発想・構成・表現の妥当性を検証する。完成度だけでなく、課題
理解と提案力の向上を目指す。

【終日制作】

過去課題のブラッシュアップ＆未提出課題の制作

質疑応答　その他

【前回課題講評】

・個別面談による講評

【課題制作 ⑦】主従構成とレイアウト　５週課題

主役を軸に構成とレイアウトを設計する課題12/1

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ⑧】価格に応じた表現開発　２週間課題

価格帯の価値に見合うビジュアルを設計する課題1/12

★前週からの続き

【課題のカラーラフチェック】

モチーフ、構成、カラーバランスの添削
1/19

1/26

【授業ガイダンス】

・イラストという職業について

・ビジュアルの組み立て方

【課題制作 ①】キーワード展開のビジュアル設計

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ②】表現展開

テイストとモチーフを掛け合わせ、表現展開訓練9/8

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ③】表現変換訓練　２週間課題

リアル→抽象化→キャラ化の段階的トレーニング9/15

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ④】実務応用課題　２週間課題

実務を想定した販促ビジュアルを制作する課題9/29

★前週からの続き

【課題のカラーラフチェック】

モチーフ、構成、カラーバランスの添削
/

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ⑥】世代別イメージ最適化　２週間課題

同一テーマを対象別に描き分ける課題

11/17 /

★前週からの続き

【課題のカラーラフチェック】

モチーフ、構成、カラーバランスの添削
11/24 /

★前週からの続き

【課題のカラーラフチェック】

モチーフ、構成、カラーバランスの添削
10/6 /

【前回課題講評】 ・個別面談による講評

【課題制作 ⑤】ビジュアル表現訓練　３週間課題

物語を解釈し、世界観を一枚の絵で表現10/27 /

11/10



講師紹介／様々な筆記具と jpeg画像提出方法／

全身の骨格を 描く

頭部を 描く ／手の動き を 描く

女性を 描く ・ 女性ら し さ の表現

2 0 2 6 年度 

指導内容書 夜間部イ ラスト レーショ ン科　 1 年 授業名 iPa d デジタ ルイ ラスト

オケスタ ジオ授業計画進行表（  後期 ） 担当講師

回数・ 日付 授業内容 回数・ 日付 授業内容 授業形式 講義　 ・ 　 演習　 ・ 　 　 実習実技

第1 回 第1 0 回

9 /3 1 1 /1 2

授業内容

第2 回 第1 1 回

9 /1 0 1 1 /1 9

講師概要第3 回 第1 2 回

9 /1 7 1 1 /2 6

第4 回 第1 3 回

9 /2 4 1 2 /3

第5 回 第1 4 回

1 0 /1 1 /1 4 成績評価基準

第6 回 第1 5 回

1 0 /8 1 /2 1

提出課題

第7 回 第1 6 回

1 0 /2 2 1 /2 9

学生の持ち物、 授業内で必要な材料など

第8 回 第1 7 回

1 0 /2 9

第9 回 第1 8 回

1 1 /5

補足（ 授業内でご使用予定機材等がございまし たら ご記入下さ い。 ）

絵本の主人公を 描く

印刷関係の基本

ペッ ト を 描く

ブラ シで毛並みの表現

泳ぐ 金魚を 描く

水彩ブラ シの使い方

イ ンテリ アを 描く

描画ガイ ド の使い方

風景画を 描く

さ さ やかな動き を 入れる

スイーツを 描く ／広告デザイ ン

Procreateの操作に慣れるための課題を こ なし ながら 、 イ ラ スト レ ーショ ンと し ての見せ方を 、 テー

マごと に学びます。

後半は、 自分の絵にデザイ ンを 加えて、 イ ラ スト と デザイ ンの関係を 常に考えながら 制作でき るよ

う にし まし ょ う 。

毎回の提出作品の出来栄え、 出席状況、 学習態度等を 総合し て評価し ます。

A B C D 、 各採点には＋、 併記による上下があり ます。  

　

毎回授業内で描いた作品を jpeg画像のデータ にし て提出。

iPadでイ ラ スト を 描く ために、 傾き 感知、 筆圧感知機能のある第2世代Apple Pencil 、 または

最も 高性能なApple Pencil Proを 使用し ます。 こ のペンに対応する iPadを 用意し てく ださ い。

Procreate(有料買切り )のイ ンスト ールを 済ませてく ださ い。

プロジェ ク タ ーを 毎回使用し ます。

絵本の表紙絵／　 赤ずき ん

テキスト でデザイ ンする

絵本の表紙絵／星の王子様

テキスト でデザイ ンする

到達目標

広告、 書籍、 絵本などで、 様々な人物イ ラ スト を 描く イ ラ スト レ ータ ー。

著書、 玄光社「 iPadク イッ ク スケッ チ」 iPadでのスケッ チ集、 刊行。

2018年AppleのNYイベント にアーティ スト 枠で召喚さ れる。

顔を 描く

様々なブラ シを 試す

子ども が主役のイ ラ スト を 描く

カ ラ ーパレ ッ ト のカ スタ マイ ズ

装飾用の花を 描く

ハンコ ブラ シ制作/ブラ シのカ スタ マイ ズ
ク リ スマスリ ースを 描く ／カ ード のデザイ ン

お正月の干支を 描く ／年賀のデザイ ン

イ ラ スト Tシャ ツのデザイ ン

自由テーマ制作

ポート フ ォ リ オ制作

Procreateで様々な描き 方の幅を 広げ、 印刷までの知識を 学び、 仕事に使える基礎を 身につけます。

授業単位数

単位数

72
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授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式

第1回 第10回
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

/ /

/ /

/ /

/

/

/

/ /

/

/

/

/

/

2026年度

指導内容書 科　　　　　　  　　　　

講義　・　演習　・　実験　・　実習実技
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夜間部イラスト レーショ ン Illustrator(portfolio)

乙坂 広和

グラ フ ィ ッ ク デザイ ナー　 平成18年（ 2006年） にデザイ ン事務所「 count basic desig n」 を 設立。

雑誌の誌面デザイ ンを 中心に、 広告、 カ タ ログ、 リ ーフ レッ ト 、 フ リ ーペーパー、 カ レ ンダー、 ロゴ制作、 HPの

デザイ ン などグラ フ ィ ッ ク デザイ ン 全般にわたる 媒体を制作。

A(±) 100 ～ 90 点 課題の意図を十分に理解し 、技術・ アイディ ア等が非常に優れているもの。

B(±) 89 ～ 80 点 課題の意図を十分に理解し 、優れているもの。

C(±) 79 ～ 70 点 課題の意図をある程度理解しているもの。

D(±) 69 ～ 60 点 課題の意図をある程度理解しているもの。　 　 59点以下 不合格

採点課題①「 ド ラえもんのパスト レ ース」

採点課題②「 オリジナルパスイラスト 」

採点課題③「 ポート フォリオ」（ 出来たところまで）　

Adobe Illustratorのオープニン グ講義

ベク タ ーデータ と ラ スタ ーデータ の違い　 解像度の概念

～初期設定と ワーク スペースの設定

～ツール／メ ニュ ー／コ ン ト ロールバーと パネルの役割

～Illustratorの基本操作①

Illustratorの基本操作②

Illustratorの基本操作③

ペンツール①

基本練習課題

ペンツール②

基本練習課題

ペンツ ール③

採点課題①「 ド ラ えも んのパスト レース」 制作

ペンツール④

採点課題②「 オリ ジナルイ ラ スト のパスト レース」 制作

ペンツール⑤

採点課題②「 オリ ジナルイ ラ スト のパスト レース」 制作

DTPのし く み①

～ト ン ボの概念

～マージンと 版面

～画像のリ ンク と 埋め込み

～入稿データ の作り 方

DTPのし く み②

～文字と 文字組のテク ニッ ク

～文字パレッ ト と 段落パレッ ト を使いこ なす

Illustratorでのポート フ ォ リ オ制作①

～表紙、 プロフ ィ ールページ、 中扉ページ

～本文の基本フ ォ ーマッ ト 制作

～デザイ ン・ レ イ アウト のカ ンと コ ツ

Illustratorでのポート フ ォ リ オ制作②

Illustratorでのポート フ ォ リ オ制作③

～出来たと こ ろ までの講評と 採点（ 採点課題③）

～今後の動き 方

第1回～第8回 ：  Adobe Illustratorのオペレーティ ングスキルをベースに、パスイラスト 制作におけるテクニックを学ぶ。採点課題②では自分

のイラスト をペンツールにてト レースし 、パスデータ 化する。

第9回、第10回 ：  DTPを理解し 知識を身につける。印刷の仕組みとト ンボ付き印刷用入稿データ の作り方を学ぶ。また、ポート フォリ オ制作に

向けIllustratorでの文字の扱いと文字組のテクニックを学ぶ。

第11回～第13回 ：  Illustratorでポート フォリオを制作する。表紙やプロフィ ールページ、本文フォーマット など、ポート フォリオとしてのデザイ

ン・ レイアウト のカンとコ ツを学ぶ。

まずは仕事で必要になるパスデータ（ ベクタ ーデータ ）のオリ ジナルイラスト を自分の作品バリ エーショ ンにする。さら に

DTPの知識を身につけ、作品をポート フォリ オにまと め、卒業後に営業活動をスタ ート さ せら れ、イラスト レ ータ ーとして仕

事が出来るよう にする。

授業時数

単位数

56

3



授業名

授業計画進行表（ 前期　後期 ） 担当講師

回数・日付 授業内容 回数・日付 授業内容 授業形式 授業時数 30

第1回 第10回 単位数 2
授業内容

第2回 第11回

第3回 第12回 講師概要

第4回 第13回
到達目標

第5回 第14回

成績評価基準

第6回 第15回

提出課題

第7回 第16回

第8回 第17回
学生の持ち物、授業内で必要な材料など

第9回 第18回
補足（授業内でご使用予定機材等がございましたらご記入下さい。）

東洋美術学校　内勤講師

課題提出

各科目の評価基準に準ずる。

各科目に準ずる。

各科目授業内にて指示。

2026年度

指導内容書 夜間イラストレーション科　　　　　　 　　　1年 自主制作

内勤講師

講義　・　演習　・　実験　・　実習実技

各科目の課題出題において、自宅作業を含む作品制作。

▼対象科目

前期「Photoshop演習1」「イラスト制作」「デジタルクロッキー」「ドローイング」

後期「Photoshop演習2」「Illustrator(portforio)」「イラスト実践」「iPadデジタルイラスト」

/

/

/

/

各科目の課題制作に合わせて進行。

各科目の課題制作に合わせて進行。

各科目の課題制作に合わせて進行。

各科目の課題制作に合わせて進行。

各科目の課題制作に合わせて進行。

/

各科目の課題制作に合わせて進行。

/

/ /

各科目の課題制作に合わせて進行。

/

各科目の課題制作に合わせて進行。

/


